
消毒及び滅菌の基礎と実際（3） 

吸引チューブ，吸引瓶の消毒，また経腸栄養剤の投与セットの消毒はどのようにすれば
いいのですか？ 

 

　気管内吸引チューブを繰り返し使用するのであれば，次の①～③の手順で消毒を行ってくだ

さい1－4）． 

　①使用後のチューブ外側をアルコール綿で清拭する．その後，粘液の除去のため滅菌水を吸引す 

　　る． 

　②引き続いて，8％エタノール添加の0.1％塩化ベンザルコニウム（ザルコニン�Ａ０.1，ヤクゾール�

　　　 E０.1など）を吸引して，チューブ内腔に本液を満たした後に，本液へ浸漬しておく． 

　③次の使用前には，消毒薬のリンスの目的で，滅菌水を吸引する． 

　吸引瓶の消毒には，蒸気や熱水がもっとも適しています．フラッシャーディスインフェクター（90

℃・1分間の蒸気）やウォッシャーディスインフェクター（80～93℃・3～10分間の熱水）などを用いて

消毒してください． 

　蒸気や熱水による消毒が行えない場合には，0.1％両性界面活性剤（テゴー51�，ハイジール�など）

や0.1％（1,000ppm）次亜塩素酸ナトリウム（ミルトン�，ピューラックス�など）などへの30分浸漬を行

います． 

　経腸栄養剤の投与セット（バッグ型投与容器と投与チューブ）の消毒には，次亜塩素酸ナトリウム

（ミルトン�，ピューラックス�など）が適しています．水洗い後に，次回使用時まで0.01%（100ppm）

次亜塩素酸ナトリウムへ浸漬しておきます5，6）．また，次亜塩素酸ナトリウム浸漬に代わる方法とし

て，水洗後にチューブ乾燥機で乾燥させる方法もあげられます． 

　なお，円筒型の投与容器であれば，食器洗浄機による熱水消毒も適した方法です． 
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